
●JDF地域フォーラムin石川　基調報告
　2026年１月16日　12:30～15:00　会場：のと楽、オンライン

[bookmark: _Hlk218520132]障害分野の今をどう読み解く
2026年の押さえどころ　能登半島地震の復旧・復興を重ねながら

日本障害フォーラム（JDF）副代表　藤井克徳

はじめに

Ⅰ　能登半島地震から丸二年、障害分野からみた今
１．地震から二年／大洪水から一年四か月、障害のある人にもたらしているもの
２．思い起こす「東日本大震災と障害者」（障害者の死亡率は全住民の死亡率の二倍）
３．復元でなく創成

Ⅱ　優生保護法問題の全面解決に向けて
１．優生保護法問題とは
２．最高裁大法廷での歴史的な判決（2024年７月３日　原告側の完全勝訴）
３．現状
・すべての被害者に補償金と謝罪を（伸びない補償金申請）
・始まった検証会議（国会に付置　期間は2025年10月～2028年３月）
４．今後の課題

Ⅲ　生活保護法裁判／いのちのとりで裁判の経緯と当面の課題
１．最高裁判決の特徴（2025年６月27日、原告側の勝訴）
２．国の対応と問題点（補正予算での対応の水準をどうみるか）
３．生活保護制度と障害分野（受給者の44％が障害者・傷病者）
４．今後の課題

Ⅳ　障害分野にとっての2026年
１．大規模自然災害の節目
・東日本大震災から15年
・熊本地震から10年
２．障害者権利条約の制定から20年
・「やまゆり園事件」から10年
３．今年の注目点
・障害者基本法の改正（前回改正は、2011年）
・「高齢者権利条約」（仮称）の審議開始（国連本部にて）

Ⅴ　むすび
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